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序

青森平野の西側丘陵地には、国特別史跡の三内丸山遺跡(縄文時代前期・中期)が位置

し、ここを中心とする半径 5 キロメートル以内に、縄文時代から平安時代にかけての遺跡

が集中しております。

今回報告する朝日山 (2) 遺跡も、それらの遺跡のひとつで、近接して縄文時代及び平

安時代の良好な資料が出土した朝日山(1) ・ (3)遺跡があり、一部は発掘調査を実施

しております。

この朝日山 (2) 遺跡の一部が、日本鉄道建設公団による東北新幹線建設事業の予定地

となったため、平成 12 ・ 13 年度に発掘調査をおこない、平成 12 年度の調査については、

当センターが報告書を刊行しました。

今回の報告は、平成 13 年度に当センターによっておこなわれた調査のものです。

調査の結果、平成 12 年度の調査と同様に、平安時代 (9 ~11 世紀)の竪穴住居跡・掘

立柱建物跡・土坑・溝跡のほか畠跡とみられる畝状の遺構などが発見されました。また、

土師器・須恵器の土器や万子・鉄鉱などの鉄製品が出土しております。これらの遺構・遺

物を研究することによって、青森県にとって不明な点が多い、当時の集落の解明が進むも

のと考えられます。

この報告書は、これらの調査成果をまとめたものであり、埋蔵文化財の資料として、ひ

ろく活用されることを期待します。

調査の実施及び報告書の作成にあたって、ご指導・ご協力を賜りました関係各位に対し、

厚く感謝申し上げる次第です。

平成 1 5 年 3 月

青森県埋蔵文化財調査センター

所長佐藤良治



例

青森市朝日山(2)遺跡の本報告書は、平成13年度に発掘調査された東北新幹線建設事業に伴う、1

発掘調査報告書である。

青森県遺跡番号は o 1197 である。本遺跡、の所在地は青森市大字細越字栄山地内で、2

本報告書の作成は田中珠美、水谷真由美、成田滋彦が担当し、遺構と遺物の実測図と図版等の作3

成は調査補助員・整理作業員がおこなった。執筆者名は文末に、依頼原稿については文頭に記した。

国土地理院発行の 2 万5000分の l 地形図「青森西部」である。本書に掲載した地形図は、4

挿図の縮尺は各図ごとにスケールを付しである。写真の縮尺は不統ーである。5

遺構・遺物の表現は原則として次の様式・基準に拠った。6

(1)図中の方位は座標北である。公共座標は旧日本測地系に基づいている。

(2)遺構図面中にある土層断面図及び横断図には、 ー'の横に標高を付しである。

を用いた。1996)(3)土層の注記は『新版標準土色帖~ (小山・竹原

(4) 遺物には観察表を付し、出土地点・法量及び諸特徴を一覧できるようにした。土器計測値は、

「器高 J については口縁部から底部まで遺「底径」については底部が、「口径」については口縁部が、

)"の中の値は「口径」及び「底径」は推定値存しているものの実測値を示している。表中の“(

この他の石器・鉄製品・木製品・土製品・石製品の計「器高」については現存値を表している。を、

1/4~1/2 、口径あるいは底径の残存率を 1/2 以上、測値はすべて現存値である。土器の残存率は、

なお、文中の遺物の出土数は接合後の破片数を示している。1/4 以下にわけで記した。

(5)本文・図版・観察表・写真図版の遺物番号は一致している。

また、住居で示した。(6) 竪穴住居跡・掘立柱建物跡・土坑・溝跡はピットの深さを図中に(

を設け、実際の深さのほか、床面からの深さも示した。跡の柱穴などは「ピット計測表」

(7)竪穴住居跡のカマドの主軸方位はカマドの煙道の方向が、北あるいは南からどれくらい傾いてい

るかを計測したものである。軸方向は住居跡の壁が北からどれだけ傾いているかを計測したものである。

使用した遺構の略号は以下のとおりである。7

SD==溝跡SB==掘立柱建物跡SE==井戸跡SK==土坑SI==竪穴住居跡

これ以外の遺構には略号は用いなかった。

整理作業に伴い、第106 ・ 116 ・ 120号竪穴住居跡、第103 ・ 104 ・ 110 ・ 112~116 ・ 152 ・8

159 ・ 161 ・ 169 ・ 174 ・ 177 ・ 180号土坑、第106 ・ 108 ・ 110~112 ・ 121 ・ 122 ・ 133 ・ 138 ・

141 ・ 143 ・ 144 ・ 146 ・ 148 ・ 149 ・ 151 ・ 155 ・ 156 ・ 161 ・ 163 ・ 173 ・ 178 ・ 179 ・ 182 ・

193 ・ 196 ・ 202 ・ 210 ・ 214 ・ 216号溝跡を欠番とした。平成13年度調査の第101 ・ 102号竪穴住

居跡は13年度に刊行した第324集に掲載した。第217~220号溝跡は平成14年度の調査成果とあわ

また、平成12年度に調査した遺構のうち、第 3 ・ 7 ・せて、 15年度刊行予定の報告書に掲載する。

12 ・ 13号竪穴住居跡、第31号土坑、第 8 ・ 9 ・ 29号溝跡は本報告書に掲載している。

資料の鑑定や試料の同定・分析については次の方々に委託した。(敬称略)9

力松山

天

青森県文化財審議委員

島口青森県立郷土館

石器の石質鑑定

地質



　　　放射性炭素年代測定　　　　　　　　(株)地球科学研究所

　　　出土火山灰の蛍光X線分析　　　　　大谷女子大学　三辻利一

　　　出土須恵器の蛍光X線分析　　　　　大谷女子大学　三辻利一

　　　樹種同定　　　　　　　　　　　　木工舎ゆい　高橋利彦

　　　プラントオパール分析、花粉分析　　(株)古環境研究所

　　　礫・土器表面付着物の断面構造調査　(株)吉田生物研究所

10　引用・参考文献については巻末に収めた。

11　出土遺物、実測図、写真等は現在青森県埋蔵文化財調査センターで保管している。

12　発掘調査の実施及び報告書の作成にあたり、次の諸氏からご教示・ご指導をいただいた。記して

　謝意を表する次第である。(順不同、敬称略)

　　北林八洲晴、藤原弘明、佐々木雅裕、高橋学、五十嵐一治
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図1　遺跡の位置と周辺の遺跡



第 1 章調査の概要

第 1 章調査の概要

第 1 節調査要項

1 調査目的

東北新幹線建設事業の実施に先立ち、当該地区に所在する朝日山(2)遺跡の発掘調査を行い、その記

録を保存して、地域社会の文化財の活用に資する。

2 発掘調査期間 平成13年 6 月 1 日~同年10月 31 日

3 遺跡名及び所在地 朝日山(2 )遺跡(青森県遺跡番号 o 1197)

青森市大字細越字栄山 391- 6 、外

4 調査面積

5 調査委託者

6 調査受託者

7 調査担当機関

8 調査体制

調査指導員

調査員

調査担当者

3 , 200 平方メートル

日本鉄道建設公団

青森県教育委員会

青森県埋蔵文化財調査センター

市川金丸 青森県考古学会会長(考古学)

藤沼邦彦 弘前大学人文学部教授(考古学)

島口 天青森県立郷土館研究員(現学芸主査。地質学)

青森県埋蔵文化財調査センター

所 長 中島邦夫(現青森県立郷土館館長)

次 長 成田誠治(平成14年 3 月退職)

総務課長 西口 良一(現商工観光労働部労政・能力開発課総括主幹)

調査第二課長 福田友之(現次長)

文化財保護主事田中珠美

水谷真由美

調査補助員 岩間陽子、田中稔大

立花聡美、佐々木順子
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第 2 節調査方法

グリッド及び標高値は平成12年度の調

査で設定したものを継続して使用した。

グリッドは旧日本測地系X =86， 300 ・

Y=-9， 910、 X =86，300 ・ Y=-9，930、

X=86，320 ・ Y=-9，930を基準とし、一

辺20mの大グリッドに基づく 4X4mの

小グリッドを設定した。グリッドは西か

ら東に A~Y の 25文字のアルファベッ

ト、北から南に算用数字を付し、グリッ

ド名は北西の杭番号のアルファベットと

算用数字の組み合わせにより呼称した。

東西方向はアルファベットの数を超える

ため、超過分はAA·AB·AC と 2 文字

を組み合わせ呼称した。標高値は調査区

付近の工事用基準点から移設し、適宜移

動した。

遺構精査は適宜セクションベルトを設

け、 20分の 1 の縮尺を原則とする遣り方

測量でおこなった。遺構番号は種類ごと

に、確認順あるいは調査着手順に付し、

平成13年度の遺構番号はすべて 101号か

らとした。遺構名は竪穴住居跡= S I 、

土坑=SK、井戸跡=SE、掘立柱建物

跡=SB、溝跡=SD の略号を用いた。

土層の名称は、基本層序は表土から下位

にローマ数字を、細分される土層にはさ

らに小文字のアルファベットを付した。

遺構内堆積土は上位から下位に算用数字

を付した。土層観察は『新版標準土色帖』

(小山正忠・竹原秀雄 1996) を用いて

注記した。遺物取り上げはグリッドある

いは遺構単位で層位ごとにおこなった。

写真撮影は適宜行うこととし、カラーリ

バーサル及びモノクローム、カラーネガ

フィルムの 3 種類のフィルムを使用した。
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第1章　調査の概要

第3節　調査経過

　6月1日、調査器材等の搬入と環境整備をおこなった。調査区をほぼ東西に横切る道路の北側の調

査に着手することとし、昨年調査区内に仮置きした排土を調査終了部分に移動した。その後、表土除

去と遺構確認をおこなった。表土除去は薄い部分を中心に人力でおこなったが、一部層厚が厚く、遺

物が混入しない箇所は職員が立ち会い重機を用いた。6月下旬には本格的に遺構精査に着手した。北

側部分は遺構の密度は高くはないものの、第V層上面で土坑や井戸跡、畠跡などが検出された。昨年

の調査区に隣接する部分では遺構の密度が昨年以上に高く、住居跡・土坑・溝跡が集中して検出され

た。特に第107号竪穴住居跡周辺には住居跡や溝跡が集中し、住居跡は軸線はほぼ同じに、位置を少

しずつ移動して何度も構築され、これらの住居跡に伴う外周溝は溝跡と重複し、遺構の全体形・新旧

関係の把握と図面の作成にかなりの時間を要した。また、中央部には沢地形があり、降雨の度に調査

区内の雨水が集中し、遺構が水没して、精査が中断するなど苦労した。8月20日、道路北側のラジコ

ンヘリによる空中写真を撮影し、道路の付け替えをおこない、9月からは道路下及び道路南側の調査

に着手した。道路南側は耕作土が厚い部分があり、表土除去に重機を用いた。遺構検出面までは も

厚いところで1mにも達した。遺構確認の結果、これまでと同様、調査区南端に至るまで遺構の密度

が高く、住居跡・溝跡が集中して検出され、図面の作成にかなりの時間を要した。南側で検出された

住居跡の多くは畑地の造成時に床面まで削平され、住居の全体像の把握に苦労した。調査区南端は今

年度中の調査終了を断念し、来年度の調査区に含めることとし、遺構確認のみにとどめた。10月24日

に南側部分のラジコンヘリによる空中写真撮影をおこない、10月31日、本年度の調査を終了した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(田中)

第4節　遺跡の地形と地質・基本層序

青森県立郷土館　　島口　天

　周辺地域の地形および地質の概要は『県埋蔵文化財調査報告書第298集朝日山(2)遺跡』で述べ、本

遺跡の地形の概要については『県埋蔵文化財調査報告書第324集朝日山(2)遺跡IV』で述べたので省略

する。ここでは、本遺跡の平成13年度調査区の地形および地質・基本層序についてのみ記述する。

(1)地　形

　本遺跡における今回の調査区は、平成12年度調査区の南東部を北西-南東方向に拡大した場所で、

東に向って緩く傾斜している。標高は32～43m、勾配は100/1000以下である。

(2)地　質

　本遺跡内に堆積する黒ボク土は、平成12年度調査区の中央付近が も厚く、東西方向へ薄くなる傾

向がある。今回の調査区で基本層序を決めた中央部と東部でも黒ボク土は薄く、どちらも耕作による

撹乱を受けており層序区分はできない。そして、中央部より東部の黒ボク土の方が薄い。

　次に中央部および東部の基本層序について記述するが、今回の調査区が平成12年度の調査区と隣接

することから、層の番号は『第324集朝日山(2)遺跡IV』の番号を使用して関連性を示す。
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①中央部の基本層序(A)

第1層　黒色土層(10YR2/1厚さ20cm)　耕作土。締まりがなく、崩れやすい。耕作による削

平および撹乱を受けており、下位層の粒子の混入が多い。

第VI層　黒褐色土(10YR2/2　厚さ10cm)　第Ⅰ層と第Ⅶ層の漸移層。

第Ⅶ層　黄褐色粘土質火山灰層(10YR5/6　厚さ6cm以下)　粘性が高くローム質である。十和田

-八戸テフラ起源であると考えられる。

第Ⅷ層　黄褐色～褐色砂質粘土層(厚さ50cm以上)　粘性が高く締まりがある。上部は、両錐型石

英の中粒サイズ以下の砂粒や細レキを含み、より砂質でやや崩れやすい。下部は固く締まりがあり、

炭化物と思われる黒色の薄い層が断片的にみられたり、鉄分によると思われる褐色を呈する部分が

みられる。細レキを含む砂質の部分もあるが、いずれも水平方向への連続性に乏しい。植物の根の

進入跡と思われる縦方向に延びた筋状の模様が、下部に多くみられる。

②東部の基本層序(B)

第Ⅰ層　黒色土層(10YR2/1厚さ7cm以下)　耕作土。締まりがなく、崩れやすい。第Ⅷ層との

境が直線的で明瞭であることから、耕作のために持ち込まれたものと考えられる。

第Ⅷ層　黄褐色～褐色砂質粘土層(厚さ60cm以上)　上部は、両錐型石英の中粒サイズ以下の砂粒

や細レキを含む。下部は固く締まりがあり、鉄分によると思われる褐色を呈する部分や砂質の部分

がみられる。全体的に植物根の進入跡と思われる縦方向に延びた筋状の模様がみられる。

図4　基本層序
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第2章検出遺構と出土遺物

第 2 章検出遺構と出土遺物

第 1 節竪穴住居跡

平成13年度に検出された竪穴住居跡は26軒である。検出状況は咋年度とほぼ同様で、標高31'"'-36

mの緩やかな東斜面に構築されている。単独で立地するものもみられるが、ほぼ同じ場所に繰り返し

構築されるものが多く、重複が著しい。床面・または掘り方で検出された住居跡が多く、カマドが残

存するものは少数で、出土遺物も少ない。住居跡の検出面は斜面上位では第V層、斜面下位では第

VII ・VllI層であるが、第E ・ IV層から掘り込まれていたと考えられる。

遺構番号は101号から付したが、第101 ・ 102号竪穴住居跡は第324集に報告済みである。第106号

竪穴住居跡は第12号竪穴住居跡の一部と判明したため、第116 ・ 120号竪穴住居跡はその後の調査に

おいて風倒木痕と判明したため、欠番とした。 12 ・ 13年度にわたって調査した、第 3 ・ 12 ・ 13号竪

穴住居跡は本書で報告する。第 7 号竪穴住居跡については今年度の調査によって住居跡ではないこと

が判明し、欠番とした。また、今年度の調査で、第324集で報告した第 2 号竪穴住居跡の一部が検出

されたため、再掲することとした。

第 2 号竪穴住居跡(図 5) (再掲〕

[位置・確認] AI'"'-AK-37 ・ 38グリッドに位置し、標高約36mで、ある。第 3 号竪穴住居跡の堆積土

掘り下げ中に周溝の一部を検出した。

[重複]第 3 号竪穴住居跡・第 5 号土坑(第324集で報告済)・第222号溝跡と重複し、本住居跡は土坑

より古く、他の遺構より新しい。

[平面形・規模]南側は調査区外にのびる。北壁7.1mで、東壁は削平により残存しない。平面形は方

形を呈すると考えられる。

[堆積土]第 3 号住居跡E-Fセクションの第 1'"'-5 層が本住居跡の堆積土で、暗褐色士を主体とする。

第 2 ・ 3 層はピット堆積士、第 4 ・ 5 層は床構築士である。

[床面]面的には検出できなかったが、第 3 号住居跡の堆積土上にロームが混入する暗褐色土で構築さ

れている。床面全体に 5cm程度の起伏がある。掘り方底面は緩やかな起伏をもっ。

[カマド]検出されなかった。

[柱穴]ピット 1 ・ 4 は住居隅、ピット 2 ・ 3 は周溝内に位置し、ピット 3 はピット 1 ・ 4 の中間に位

置する。規模は径24'"'-58cm、検出面からの深さは 11'"'-55cmで、推定される床面からの深さは約20

'"'-70cmである。ピット 4 は第 3 号住居跡床面で検出され、床面検出の焼士に一部覆われており、第 3

号住居跡に伴う可能性もある。

[周溝]幅10'"'-30cm、深さ 6 '"'-26cmの周溝が検出された。

[ピット] 2 基検出された(ピット 5 ・ 6 )。第 3 号住居跡床面を掘り込んでおり、本住居跡に伴うと考

えられる。規模は径22'"'-30cm、検出面からの深さは11 '"'-55cmで、ある。

[出土遺物]今年度の調査では出土しなかった。

[小結]住居隅及び壁際に柱穴をもっ構造と考えられる。出土遺物も少なく、住居跡の時期は明確では
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図5　第2号竪穴住居跡

ないが、重複する第3号住居跡堆積土に火山灰が混入することから10世紀中葉頃と推測される。(田中)

第3号竪穴住居跡(図6・7)

[位置・確認]AJ・AK-37・38グリッドに位置し、標高約36mである。第Ⅶ層上面で確認された。

[重複]第2号竪穴住居跡・第140号土坑・第9・222号溝跡と重複し、第140号土坑との新旧関係は

不明であるが、第2号住居跡・第9・222号溝跡より古い。

[平面形・規模]南側は調査区外にのびる。北東隅は削平により残存しないが、北壁は5.2mと推定さ

れる。東西壁は一部が検出され、検出された長さは東壁4.4m、西壁3.0mである。壁高は東壁0cm、

西壁9～31cmで、壁は開きながら立ち上がる。東壁は西壁に対して平行ではなく、平面形は北壁が長

い台形を呈すると考えられる。また、北壁と東壁では周溝が二重に巡り、拡張前の住居跡と考えられ、

北壁は4.0mと推定される。

[堆積土]A-Bセクションで5層、C-Dセクションで8層、　E-Fセクションで6層(第6～11層)

に分層され、ローム・炭化物・焼土が混入する暗褐色土を主体とする。堆積土上層には火山灰が少量

混入している。床面直上には焼土が散在していた。

[床面]南側でのみ検出された。第Ⅶ層をそのまま床面としている部分とロームが混入する暗褐色土で

床を構築している部分がある。床面は全体に緩やかな起状があり、堅く締まってはいない。北側では

削平のため、掘り方が検出されたのみである。

[カマド]検出されなかった。

[柱穴]ピット1～13が柱穴と考えられる。ピット4・5は北西隅、ピット1・2・6・9～12は周

溝内に位置する。ピット3・8・13は拡張前の住居跡に伴うと考えられ、ピット3・8は住居隅に、

ピット13は周溝内に位置する。

[周溝]東西壁直下に幅12～34cm、深さ2～24cmの周溝が検出された。また、拡張前の住居跡の周

溝は壁から10～40cm内側に検出され、幅18～34cm・深さ1～16cmである。

[ピット]19基検出された(ピット14～32)。径50cm以上の楕円形と径20～30cmの円形を呈するもの
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図6　第3号竪穴住居跡(1)
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がみられ、検出面からの深さは 5 ----46cm ・床面からの深さ 13----64cm で、バラツキがある。

どちらほぼ中央部に 2 基検出された(ピット 33 ・ 34) 。重複などにより規模は明確ではないが、[士坑]

も長軸 1.8m 前後の楕円形を呈すると考えられる。

[外周溝]第 8 号溝跡が外周溝と考えられる。住居北側から西側にかけて構築され、調査区外にのびる。

住居跡からは 0.8----1.3m 離れている。幅 25----90cm ・深さ 3 ----27cm で、底面は東に傾斜し、部分的に

深く掘り込まれているが、西側が浅く、底面に耕具痕がみられる。

[出土遺物]住居跡堆積土から土師器杯 7 点・嚢 34 点・製塩土器 12 点、須恵器壷 6 点・大嚢が 7 点出

この他に堆積土から、土師器嚢胴部片土している。床面から土師器嚢 2 点・皿 1 点が出土している。

ピットを利用した土製円盤が 1 点出土している(図 7 -8)。縁辺を両面から打ち欠いて成形している。

堆積土から被熱し、外面に炭化物が付着した磯が 1 点出土している(図 7 -10)。

[小結]周溝と壁際に柱穴をもっ構造と考えられる。内側にも周溝が検出され、拡張がおこなわれたと

10世紀前半から中葉と推

中田

考えられる。時期は明確ではないが、堆積土に火山灰が混入することから、

-10-
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第2章検出遺構と出土遺物

第 12号竪穴住居跡(図 8)

[位置・確認] AB~AD-29~31グリッドに位置し、標高約36.5mで、ある。平成12 ・ 13年度にわたっ

て調査をおこなった。 12年度は北側を調査し、第VI層上面で暗褐色土が混入する褐色土のプランとし

て確認した。 13年度は南側を調査し、第刊層上面でカマドの焼土を確認した。 12年度の段階では床面

は検出されず、住居跡の重複は確認できたが、個々のプランが明確でなく、第12 ・ 13号竪穴住居跡と

して調査していた。 13年度の調査の結果、それぞれの住居跡の全容が明らかになり、本住居跡を第12

号住居跡として報告する。

[重複]第13号竪穴住居跡と重複し、本住居跡が新しい。

[平面形・規模]南壁と東壁の一部が検出された。南壁は7.7mで、ある。住居跡の軸方向はN-8°-W

である。

[堆積土] 11層に分層された。黒褐色土を主体とする。

[床面]カマド周辺のみ検出できた。床面はロームが混入する黒褐色土で構築されている。第13号住

居跡堆積土を掘り込み、その上に黒褐色土で床面を構築したと考えられる。

[カマド]南壁東側に焼土が検出され、カマドの痕跡と考えられる。焼土は約 1mの範囲に20~60cm

のブロック状に散在し、袖や天井部の崩落土と考えられる。

[柱穴] 5 基検出された(ピット 1 ~ 5)。ピット 2 は南西隅に、ほかは壁際に位置する。

[周溝]南壁の一部でのみ検出された。幅16~24cm、深さ 1 ~5cmで、ある。

[ピット] 19基検出された(ピット 6 ~24)。ピット 24は床面で検出されたが、他は第13号住居跡と重

複する部分に位置し、いずれの住居跡に伴うかは不明である。

[出土遺物]床面がほとんど残存しないため、遺物は少ない。土師器杯 1 点・嚢 l 点、須恵器大餐 1 点

を図示した。

[小結]床面の大部分が削平され、出土遺物も少なく、住居構造など不明な点が多い。時期については、

本住居跡と重複する第13号住居跡最上層に白頭山火山灰が堆積することと、第13号住居跡は自然堆積

と考えられることから、本住居跡は白頭山火山灰降下後、しばらくたってから構築された住居と考え

られ、 10世紀中葉頃の構築と推定される。(田中)

第13号竪穴住居跡(図 9 ~13)

[位置・確認] AB~AD-29~31グリッドに位置し、標高約36.5mで、ある。平成12 ・ 13年度にわたっ

て調査をおこなった。 12年度は北半を調査し、第E層上面で焼土のひろがりをとらえたが、床面を検

出することができず、周溝と掘り方のみを確認した。 13年度は残る部分を調査し、第四層上面で黒褐

色土の方形のプランが確認された。

[重複]第12号竪穴住居跡、第102号土坑と重複し、本住居跡が古い。外周溝(第158~160号溝跡)が

第186号土坑、第109 ・ 118 ・ 119 ・ 125 ・ 128号溝跡と重複し、本外周溝が古い。

[平面形・規模]東壁6.3m、西壁6.2m、南壁6.2m、北壁6.2mで、平面形は方形を呈する。検出面か

らの壁高は西壁 4~14cm、南壁 8 ~20cmで、壁はやや聞きながら立ち上がる。推定床面積は36.2ば

である。住居跡の軸方向はN-19ー -E である。

[堆積土] 10 層に分層された。ローム・炭化物・焼土が混入する黒褐色土を主体とする。第 1 層には
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図8　第12号竪穴住居跡

白頭山火山灰がブロック状に堆積する。床面直上では炭化物・焼土が検出され、焼失家屋と考えられ

る。炭化物・焼土はカマド周辺と南西隅に集中して検出されている。

[床面]南半のみ検出できた。ほぼ平坦であるが、南西隅がやや高く、斜面下方に15cm傾斜している。

床面は黒褐色土と黒色土・暗褐色土の混合土で構築されている。あまり堅く締まってはいない。掘り

方底面には起伏がみられる。

[カマド]東壁南側に火床面が残存する。東壁南側から長さ2.0m・幅1.0mの範囲で焼土が東にひろが

-12-



第2章検出遺構と出土遺物

っており、これが煙道の痕跡と考えられる。火床面上からは伏せた状態の土師器嚢が出土し、周囲か

らは羽口が 2 点出土している。支脚に利用されたものと考えられる。

[柱穴] 9 基検出された(ピット 1 ----9)。このうち、ピット 1----3 が主柱穴と考えられる。長軸63---

85emの楕円形・長方形を呈し、床面からの深さは44----6gemである。柱間距離はピット 1 ・ 2 聞が

3.5m、ピット 2 ・ 3 聞が4.2mである。ピット 2 では長方形の柱痕が確認された。ピット 4 ・ 7 ・ 9

は壁際に、ピット 5 ・ 6 は壁からやや内側に位置する。検出面で、の規模は径20----34emで、円形・楕

円形を呈する。床面からの深さは 9 ----56emで、ある。

[周溝]幅 9 ----28em、深さ 3 ----16emの周溝が南壁・西壁直下を巡る。床構築士を取り除いたところ、

西壁の40----50em内側に、幅20----30em、深さ 2 ----10emの周溝が検出され、南側でも床面で周溝のプ

ランが確認されたことから、拡張前の住居跡と考えられる。

[ピット] 29基検出された(ピット 10----38)。このうちピット 12----19 ・ 38は焼土の下で検出されたもの

で、本住居跡に伴うと考えられる。ただし、ピット 18 ・ 19はカマドの煙道部と考えられる位置で検出

されており、本住居構築以前のピットの可能性もある。ピット 10 ・ 11は床下で検出され、拡張前の住

居跡に伴うと考えられる。これ以外のピット 20----37は本住居跡・第12号住居跡のどちらに伴うかは不

明である。

[外周溝]本住居跡に付属すると考えられる外周溝は第158---- 160 ・ 162号溝跡で、形を変えながら少

なくとも 3 回のっくりかえが認められる。本報告書では、新しいものから外周溝 1 (第 160号溝跡)

→外周溝 2 (第159号溝跡)→外周溝 3 (第158号溝跡)→外周溝 4 (第162号溝跡)とした。これら

の外周溝は、第186号土坑・第109 ・ 118 ・ 119 ・ 125 ・ 128号溝跡と重複し、外周溝が最も古い。外

周溝 1 とした第160号溝跡部分については調査時に一部第 7 号竪穴住居跡・第141号溝跡の名称を使用

した。第159号溝跡については、土層観察をおこなった 3 ヶ所のセクションで新旧関係が認められ、

古い方を第161号溝跡として調査をおこなった。第161号溝跡はほぼ同一の溝跡の掘り直しと考えられ

るものの、すべての溝跡を同時に掘り進めたため、平面的に追うことができず、第159号溝跡として

名称を統ーした。また、調査区際から伸びる第110----112号溝跡は整理作業の段階で、堆積土の状況や

新旧関係、火山灰の種類・有無によって第158---- 160 ・ 162号溝と対応させることが可能と考え、これ

らを欠番とし、第110号溝跡を第158 ・ 159号溝跡、第111号溝跡を第162号溝跡、第112号溝跡を第

160号溝跡として報告することとした。外周溝 1----4 の形態については、狭めたり拡張したりして複

雑に重複しているため、土層観察ベルトを基に平面図を推定せざるを得ない部分があったが、南側の

壁際の土層を記録していなかったことからその部分の個々の溝跡の平面は推定不可能であった。以下

に、それぞれの外周溝について述べる。

外周溝 1 (第160号溝跡)

他の外周溝より浅いっくりのため、溝跡の平面形は掘り下げによりほとんど失われている。白頭山

火山灰の堆積状況から、第13号竪穴住居跡の最終段階に付属すると考えられる。住居跡の南~西~北

側を C字状に囲む形で、関口部北側の末端は住居跡の東西軸とほぼ一致する東方向へ屈曲している。

溝底面の高さは南側の末端部が最も高く、北側の末端部に向かつて傾斜しており、その比高差は

130emにもなる。確認できる部分で、の溝幅は48----84em、深さ 6 ----22emが一般的である。北側末端

部分で、幅140em、深さ 36emに拡張し、先端は幅40emに先細りし、階段状に立ち上がる。拡張した末
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端部の北側には166×120cm、深さ30cmの楕円形の土坑が連結しており、堆積土の状況から外周溝

と同時に機能していたと考えられる。外周溝の堆積土は黒色土を主体とする自然堆積の様相を示し、

壁や底面にロームと黒褐色土の混合土を貼り付けている。両側の末端部分の堆積土は黒褐色土を主体

とし、北側末端部分の確認面には白頭山火山灰が堆積している。また、堆積土上位からは80×60cm

の不整楕円形の焼土範囲、その下位からは土器や石器が出土し、使われなくなった外周溝に人為的に

廃棄したものと考えられる。

外周溝2(第159号溝跡)

　外周溝1の内側に位置する。第13号竪穴住居跡拡張後の段階に付属すると考えられ、住居跡の南～

西～北側をC字状に囲む形で、北側の末端部は130°の角度で南東方向へ向かって屈曲している。溝底

面の高さは南側の末端部付近で も高く、北側へ向かって傾斜し、北側末端部の屈曲部分で も低い。

比高差は110cmである。溝幅は80～124cm、深さ7～45cmで、北側末端部の先端は階段状に立ち上

がる。溝跡の断面形は、丸みをもった底面からほぼ垂直に上昇し、屈曲して開きながら立ち上がる形

が一般的である。堆積土の観察からは、C-Dセクションの第1～7層と第8・9層間、1-Jセク

ションの第1層と2層間、K-Lセクションの第1～5層と第6・7層間の3箇所で新旧関係が認め

られ、ほぼ同じ場所もしくはわずかにずらして掘り直された痕跡と考えられる。新段階の第159号溝

跡は黒褐色土を主体として黒色土や暗褐色土が堆積し、自然堆積の様相を呈するが、C-Dセクショ

ンの第1層では堅くしまったロームブロックとの混合土が堆積する。K-Lセクションでは自然堆積

の黒色土中に白頭山火山灰が少量混入する。古段階の第161号溝跡は第159号溝構築時にロームブロッ

クと黒褐色土の混合土で埋められている。
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図10　第13号竪穴住居跡(2)

　　　　-16-



第2章　検出遺構と出土遺物

外周溝3(第158号溝跡)

　外周溝2の内側に位置する。南・西・北側ともほぼ住居跡壁面に平行でコの字状を呈し、北側の末

端部分のみ東壁に沿って屈曲する。第13号竪穴住居跡の北西端と溝跡との距離が約40cmと狭すぎる

ため、外周溝3は第13号竪穴住居跡の拡張前の段階に付属すると考えられる。溝底面の高さは南側の

末端が も高く、北側へ向かって傾斜し、北側にある橋状の高まりの前後で も低くなり、比高差は

90cmを測る。北側の末端は緩やかに上昇しており、 も低い地点との比高差は30cmである。溝跡の

断面形は、外周溝2と同様丸みをもつ底面から垂直に上昇し、屈曲して開きながら立ち上がる形で、

幅46～114cm、深さ12～70cmを測り、深くしっかりしたつくりである。堆積土はG-H・1-J・

K-L・M-Nセクションで黒色土と黒褐色土を主体とし、自然堆積の様相を示す下半層と、ローム

ブロックと黒褐色土の混合土を主体とする人為堆積の様相を示す上半層に分かれ、自然堆積する黒色

土～黒褐色土中に十和田a火山灰を中量混入する。C-D・E-Fセクションでは人為的に埋め戻さ

れた様子はみられない。

外周溝4　(第162号溝跡)

　複雑に重複するため、両末端部分を確認できたのみである。住居跡の南側と西側をL字状に囲む形

で、住居跡壁面からやや離れるものの、本溝跡も第13号竪穴住居跡拡張前の段階に付属すると考えら

れる。溝底面は南側の末端部分で も高く、北へ向かって傾斜すると考えられ、北側の末端近くで

も低くなり、その比高差は72cmを測る。確認できる幅は28～100cm、深さは2～26cmで、底面の

平坦な広い溝であったと推定される。ロームブロックと暗褐色土の混合土による人為堆積層が自然堆

積層を挟まずに堆積し、埋め戻されていることから、機能していたのはごく短期間であったと推定さ

れる。

[出土遺物]カマド火床面上から出土した破片から土師器坏1点・甕2点を復元図示した。図11-8

の底面には板目痕が残る。遺物は外周溝出土のものが多く、土師器甕は他の遺構に比べて、ロクロ使

用のものの割合が多い。図12-4は土師器広口壷で、器形や口縁断面など須恵器をかなり意識したつ

くりである。図12-7は口縁から胴部下半まで残存する甕であるが、内外面ともケズリやナデなどの

再調整はみられない。図12-9～11はロクロ使用の甕の底部で、いずれも底径約6.5cmと小ぶりで、

外面にはケズリやナデの再調整が入るが、内面は再調整がみられず、ロクロの痕跡が残る。9と10の

底面には糸切痕がみられる。図12-17・19は厚手の須恵器坏で、胎土分析では2点とも産地不明との

結果が得られた(第3章第3節)。図13-2は凝灰岩、13-4は流紋岩製の砥石片でそれぞれ少しず

つ角度を変えながら使用されている。4条の外周溝は、火山灰によって、それぞれの時期がほぼ特定

できるが、出土遺物をみる限り、時間差による際立った差異はみとめられない。

[小結]本住居跡は4本の主柱穴と壁際に柱穴をもつ構造である。外周溝3に十和田a火山灰が混入し、

住居跡堆積土第1層と外周溝1堆積土に白頭山火山灰がみられることから、本住居跡は十和田a火山

灰降下以前に構築され、白頭山火山灰降下前に廃棄されたと考えられ、時期はほぼ10世紀前半と考え

られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(田中、水谷)
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図11　第13号竪穴住居跡(3)
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図12　第13号竪穴住居跡(4)
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図13　第13号竪穴住居跡(5)
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第 103号竪穴住居跡(図14 ・ 15)

[位置・確認] AU·AV-36 ・ 37グリッドに位置し、標高約32mで、ある。第VllI層上面で確認された。

南半は道路の下に延びるため、道路付け替え後に調査をおこなったが、中央部は調査できなかった。

[重複]第126号竪穴住居跡外周溝、第119 ・ 176 ・ 187号土坑、第101号井戸跡と重複し、第176号土

坑との新旧関係は不明であるが、第126号住居跡より新しく、他の遺構よりは古い。外周溝(第113号

溝跡)は第107 ・ 126号竪穴住居跡外周溝と重複し、第126号住居跡外周溝より新しく、第107号住居跡

外周溝より古い。

[平面形・規模]西壁6.5mで、東壁・南壁・北壁は一部が検出されたのみである。平面形は方形を呈

すると考えられる。検出面からの壁高は東壁 Oem、西壁18""'38em、南壁 7 ""'42em、北壁 0--

16emで、壁は緩やかに開きながら立ち上がる。推定床面積は30.8ばである。住居跡の軸方向はN

17ー-E である。

[堆積土] 24 層に分層された。ローム・炭化物・焼土が混入する黒褐色土を主体とし、自然堆積の様

相を呈する。

[床面]床面には緩やかな起伏がみられ、東に約 15em 傾斜している。にぶい黄褐色ローム(第 15 層)で

構築されているが、北東部ではロームが混入する黒色土(第 12 層)が貼られていた。北東部分だけ床面

をつくり直したと考えられる。にぶい黄褐色ロームを除去したところ、ロームが混入する黒褐色土の

硬化面(第 17 層)が検出された。硬化面範囲は東壁より 1.8""'2.0m ・北壁より 60""'80em 内側で、東西は

4.0m である (3 枚目の床面範囲)。硬化面上面はやや起伏があり、東に約 10em 傾斜している。掘り方底

面には緩やかな起伏があり、斜面下方の東側は深く掘り込まれている。

[カマド]検出されなかった。調査できなかった東壁南側に構築されていたと考えられる。

[柱穴] 6 基検出された(ピット 8 ""'13) 。ピット 12 は南西隅に、ほかは周溝内に位置する。柱穴はすべ

て楕円形を呈し、長軸 25""'48em ・短軸 10---22em ・周溝底面からの深さ 2 ""'20em ・床面からの深さ

12---28em である。

[周溝]幅 19""'61em 、深さ 1 ""'17em の周溝がほぼ一巡する。また、床面ほぼ中央に北壁とほぼ平行

する溝が 2 条検出された(住居内溝 1 ・ 2) 。住居内溝 1 は長さ 2.1m ・幅 9 ""'20em で、ほぼ直線状であ

る。深さ 1 "'"7em で、底面はほぼ平坦である。住居内溝 2 は長さ 3.0m ・幅 14""'26em で、やや湾曲

する。深さ 5 ""'llem で、底面は東側に傾斜している。これらの溝からは南北に直交する溝が分岐して

いる。このほかにも 1 条検出されているが、調査不能区域にのびるため詳細は不明である。間仕切り

溝の可能性も考えられるが、用途は不明で、ある。

[ピット] 7 基検出された(ピット 1---7) 。北東隅に位置するピット 1 は径 50em の円形を呈し、深さ

1gem で、ある。堆積土には焼土が多量に混入し、土師器片が約 20 点出土した。焼土と遺物は廃棄と考

えられる。ピット 2 は中央西側に位置し、長軸 215em ・深さ 41em の不整楕円形を呈する。底面から

10em 上まで炭化物および炭化物混入土が堆積し、これ以外の堆積土にもローム・粘土ブロックが多量

に混入し、最上層に焼土が堆積している。ピット 3 堆積土中位に焼士、ピット 4 底面に炭化物が堆積

していた。

[外周溝]第 113 号溝跡が外周溝と考えられる。住居の南側から西側・北側をコの字状に巡り、調査区

外にのびる。住居から 1.2""'2.0m 離れて構築され、幅 30---72em 、深さ 5 ""'38em である。断面形は V
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図14　第103号竪穴住居跡(1)
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図15　第103号竪穴住居跡(2)
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朝日山(2)遺跡VI　

字状～逆台形状を呈する。堆積土は黒褐色土を主体とし、人為堆積の可能性がある。

[出土遺物]住居跡から、床面から土師器甕12点、堆積土から土師器坏11点・甕47点・製塩土器1点、

須恵器坏4点・壷8点・大甕4点、礫1点、ピット堆積土から土師器坏1点・甕21点、鉄滓1点が出

土している。外周溝底面から土師器甕1点、堆積土から土師器坏5点・甕24点、須恵器坏1点、鉄滓

1点が出土している。図15-3はロクロ不使用の土師器坏である。外面ケズリ・内面ナデで、口縁部

には横方向のミガキが施される。口径9.8cm・底径(4.2)cmで、ロクロ使用の坏にくらべ、小ぶりであ

る。図15-8はロクロ使用の坏であるが、胴部外面にはケズリがみられる。図15-17は外面が被熱し、

炭化物が付着する礫である。

[小結]周溝と壁際の柱穴を有する構造で、平面形コの字状の外周溝が伴う。床面が3枚検出されてお

り、床面の作り替えのみをおこなったと考えられる。時期は明確ではないが、第107・126号住居跡と

の重複を考慮すると、10世紀中葉あたりと推測される。　　　　　　　　　　　　　　　　　(田中)

第104号竪穴住居跡(図16・17)

[位置・確認]AP～AR-31・32グリッドに位置し、標高約33mである。第Ⅶ層上面で床面を検出し

た。北東半は調査区外にのび、調査できなかった。

[重複]第123・142号溝跡と重複し、本住居跡が古い。外周溝(第157号溝跡)が第135・150号溝跡と

重複し、本外周溝が新しい。

[平面形・規模]検出長は西壁4.3m、南壁5.6mで、平面形はやや歪な方形を呈すると考えられる。検

出面からの壁高は西壁1～17cm、南壁1～9cmで、壁は緩やかに立ち上がる。また、各壁の25～

60cm内側に周溝が検出され、土層断面の観察から外側の周溝を埋めて内側に作り直したと考えられる。

検出長は西壁3.7m、南壁4.5mである。改築は住居跡の軸方向をほとんど変えずにおこなわれ、改築

前がN-5°-E、改築後がN-6°-Eである。

[堆積土]19層に分層された。ローム・炭化物が混入する黒褐色土を主体とする。

[床面]黄褐色土で構築され、中央部がやや高い。

[カマド]検出されなかった。

[柱穴]5基検出された(ピット1～5)。いずれも南壁周溝内に位置する。径28～44cmの円形及び楕

円形で、周溝底面からの深さは5～14cm、床面からの深さは15～27cmである。

[周溝]幅11～36cm、深さ2～46cmの周溝が壁直下を一巡する。周溝底面は起伏が大きく、南西隅

に向かって深くなる。内側の周溝は幅14～31cm・深さ4～22cmで、底面は起伏が大きい。

[ピット]6基検出された(ピット6～11)。径18～35cmの楕円形で、深さは6～37cmである。

[外周溝]第157号溝跡が外周溝と考えられる。住居南側から西側にかけて構築され、調査区外にのび

る。北側は第135・150号溝跡との重複により平面的にとらえることができなかったが、調査区際の土

層断面で確認できた。住居からは2.0～2.4m離れている。幅21～62cm、深さ7～36cmで、断面形は

U字状を呈する。堆積土はロームが混入する黒褐色土を主体とする。外周溝南端で土師器坏・皿・甕

が4点まとまって出土している。

[出土遺物]住居跡から、床面から土師器坏1点・甕3点、須恵器壷2点・大甕1点、堆積土から土師

器坏1点・甕13点、須恵器壷2点・大甕1点、礫石器1点、床構築土から須恵器壷1点・大甕1点が
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第 104 号竪穴住居跡堆積土
第 1 層 10YR2/2 黒褐色土炭化物 1% 、ローム 2% 混入
第 2 層 10YR3/1 黒褐色土ローム 5% 混入
第 3 層 10YR3/1 黒褐色土 ローム 2% 、ロームブロック 5% 混入
第 4 層 10YR3/1 黒褐色土炭化物 1% 、焼土 1% 、ローム 10% 混入
第 5 層 10YR3/1 黒褐色土炭化物 2% 、ローム 10% 混入
第 6 層 10YR3/1 黒褐色土ローム 3% 混入
第 7 層 10YR3/1 黒褐色土炭化物 1% 、ローム 5% 混入
第 8 層 10YR3/1 黒褐色土炭化物 1% 、ローム 2% 混入
第 9 層 10YR3/1 黒褐色土ローム 5% 混入
第10 層 10YR3/1 黒褐色土炭化物 2% 、焼土 1% 、ローム 15% 混入
第11 層 10YR3/1 黒褐色土と 10YR3/2 黒褐色土の混合土

炭化物 1% 、焼土 1% 、ローム 10% 混入
第12 層 10YR2/2 黒褐色土焼土 1% 、ローム 7% 混入
第13 層 10YR4/3 にぷい黄掲色土 ローム層
第14 層 10YR3/1 黒褐色土ローム 15% 混入
第15 層 10YR2/1 黒色土炭化物 3% 、焼土 1% 、ローム 15% 混入
第16 層 10YR2/2 黒褐色土炭化物 1% 、ローム 1% 混入
第17 層 10YR5/6 黄褐色土炭化物 7% 、焼土 2% 、黒褐色土 30% 混入
第18 層 10YR3/3 暗褐色土炭化物 2% 、ローム 3% 、ロームブロック 3% 、粘土 3% 混入
第19 層 10YR2/3 黒褐色土炭化物 5% 、焼土 3% 、ローム 10% 混入

。

第104 号竪穴住居跡周溝堆積土
第 1 層 10YR3/4 暗褐色土炭化物 2% 、焼土 1% 、ローム 7% 混入
第 2 層 10YR3/4 暗褐色土炭化物 1% 、ローム 15% 、褐色土 10% 混入
第 3 層 10YR4/4 褐色土炭化物 1% 、黒色土 40% 混入
第 4 層 10YR4/4 褐色土ロームブロック 20% 混入
第 5 層 10YR4/4 褐色土ロームブロック 10% 混入
第 6 層 10YR3/3 暗褐色土 ローム 7% 、ロームブロック 5% 混入

。

開-135 一一 Jつ一一~Pita

ピット計測表

軒| 床面から |周溝底面から
1I 17 7

21 27 14

31 22 10

41 15 5

51 16 8

81 37

91 10

101

\マ

¥
2m

S=1/60

第 104 号竪穴住居跡外周溝(第 157 号溝跡)堆積土
(E-F)

第 l 層 10YR2/2 黒褐色土 ローム 2% 混入
第 2 層 10YR3/2 黒褐色土とロームブロックの混合土 ローム 3% 混入
第 3 層 10YR2/2 黒褐色土 ローム 1% 、炭化物 2% 、焼土 1% 混入
(G-H)
第 1 層 10YR2/2 黒褐色土 ローム 2% 、炭化物 1% 混入

図 16 第 104 号竪穴住居跡 (1)

出土している。外周溝堆積土から土師器杯 3 点・皿 1 点・嚢 14 点が出土している。図 17-1~4 は外

周溝堆積土からまとまって出土したものである。 1 の土師器嚢は頚部が短く、口縁付近までケズリが

みられる。 2 の土師器皿には歪みがあり、口縁が楕円形で、外面には煤状炭化物が付着している。図

17-6 はロクロのみで内外面とも再調整がみられない土師器杯で、口縁に歪みがみられる。口縁部断

面は先細りする。胴部中央に「上」の墨書がみとめられる。

[小結]検出できたのは一角であるが、柱穴が周溝内に不規則に並ぶ構造と推測され、外周溝が伴う。

時期は明確ではないが、 9~10 世紀と考えられる。(田中)
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図 17 第 104号竪穴住居跡 (2)

第 105号竪穴住居跡(図 18)

[位置・確認] AC-26 ・ 27グリッドに位置する。標高約35.5mの平坦地に位置する。第V~刊層上面

で確認された。整地による削平を受けており、南西側約半分程度の床面と壁らしき段差を確認した程

度である。

[平面形・規模]残存する南東壁は2.2m、南西壁はピット 5 をコーナーと考えると3.4mを測るが、段

差は更に北西方向に伸び、その長さを含めると3.9mである。平面形は不明であるが、ピット 6 ~10が

壁際に並ぶ柱穴と考えると、南北壁の規模は約4mとなり、南北壁の長い長方形となる。壁高は南東

壁 2 ~14cm、南西壁 8cmでやや聞きながら立ち上がる。残存する床面積は5.21丘、軸方向はN

23°~Wで、柱穴配置から推定される床面積は約12ばである。

[堆積土] 8 層に分層された。北東側の堆積土が残されていないが、黒褐色土を主体とする。

[床面]南西側半分のみ検出した。南西側隅が最も高く、北及び東に向かつて10cm程度低くなる。床

面は第v~vn層まで掘り込み、ロームブロックを混ぜた黒褐色土を掘り方の埋土とし、その上面を床
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ピット計測表

番号 床面から 確認函から 番号 床面から 確認面から

8 9 (8) (28)

2 15 101 (41) (62)

3 8 " (9) (24)

4 10 121 (18) (35)

5 21 13 14

6 29 14 17

7 (9) (20) 151 (10) (19)

8 (12) (23) 161 (36) (51)

第 105 号竪穴住居跡堆積土
第 1 層 10YR6/4 にぶい黄糧色 ロームブロック主体層。

黒褐色土 5% 混入
第 2 層 10YR2/2 黒褐色土 ロームブロック 7% 、

炭化物 1% 混入
第 3 層 10YR4/4 褐色土ローム主体層。

黒褐色土 2% 混入
第4 層 10YR2/1 黒色土ローム 3% 、焼土 1% 、

炭化物 1% 混入
第 5 層 10YR4/4 褐色土ローム主体層。

黒褐色土 2% 混入
第 6 層 10YR2/2 黒褐色土 ロームブロック 25% 、

炭化物 5% 、焼土 1% 混入
第 7 層 10YR2/2 黒褐色土 ロームブロック 20% 、

炭化物 1% 混入
第 8 層 10YR2/1 黒色土ローム 3% 、焼土 1% 、

炭化物 1% 混入

S=1/60 2m
.L.......l

面としているが、あまり堅さは感じられない。

[柱穴]柱穴とみられるピットは 10 基検出された(ピット 1----10) 。このうち、ピット 1----6 は壁際の

柱穴である。 20----32cm の円形または長方形で、コーナーに位置するピット 5 のみ 58X34cm の長方

形を呈する。深さはピット 1----4 は 8 ----15cm と浅く、ピット 5 ・ 6 は20cm 以上の深さがある。ピッ

ト 7----10 も壁際の柱穴の可能性がある。ピット 7----9 は 16----28cm までの楕円形または長方形で、確

認面からの深さは 8 ----12cm と浅い。ピット 10 はピット 5 と位置的に対応しないが、 40X30cm の長

方形で、確認面からの深さは 41cm を測る。これらのピットの柱間距離は 50----130cm とバラツキがあ

る。

[ピット] 6 基検出された(ピット 11----16) 。平面形態・深さともに不揃いで、配置にも規則的なもの

はみとめられない。

[出土遺物]出土遺物は土師器嚢片が床面上から 1 点、堆積土中から 2 点出土したのみである。小片の

ため、図示するには至らなかった。

[小結]本住居跡の年代は平安時代と考えられる。(水谷)
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第 107号竪穴住居跡(図19---22)

位置・確認 AR---AT-33---35グリッドに位置し、標高約33mである。第四層上面で黒褐色土の方

形のプランとして確認した。北東隅は調査区外にのび\東側は削平により検出されなかった。西壁・

南壁では周溝が二重に検出され、南西方向への拡張がみとめられる。新しい住居跡を第107 I 号、古

い住居跡を第107 II 号とし、以下に述べる。

重複 住居跡及び外周溝(第124a ｷ145号溝跡)が第108 ・ 111号竪穴住居跡、第122 ・ 128---131号土

坑、第123 ・ 164 ・ 147号溝跡と重複し、本住居跡が最も新しい。また、外周溝 1 は第103 ・ 111 I 号

竪穴住居跡外周溝と重複し、本住居跡に伴う外周溝が新しい。

第 107 I 号竪穴住居跡

[平面形・規模]西壁と南壁・北壁の一部が検出された。西壁7.6mで、平面形は方形を呈すると考え

られる。検出面からの壁高は西壁 9 ---33cm、南壁 o ---22cm、北壁 6 ---22cmで、壁はやや聞きなが

ら立ち上がる。住居跡の軸方向はN-OO-Eである。

[堆積土] 26層に分層され、黒褐色土を主体とする。壁と周溝の聞を埋めるように粘土が検出された。

[床面]第107 II 号住居跡の床面を継続して使用したと考えられる。緩やかな起伏があるがほぼ平坦で、

東に約15cm傾斜している。黒褐色土とロームで構築されている。南東側で、は粘土を貼って床面として

いる。

[カマド]前段階のカマドを継続して使用したと考えられ、東壁南側に火床面と考えられる焼土が検出

された。焼土は115X70cmの不整形の範囲にひろがり、深さ 4cmまで、被熱により赤変している。

[柱穴] 9 基検出され(ピット 2---10)、このうち、ピット 2---5 が主柱穴と考えられる。それぞれ壁か

ら 1.5---1.7m内側に位置する。長軸32---44cmのほぼ同規模の楕円形・隅丸長方形であるが、深さは

46---98cmとバラツキがある。柱間距離はピット 2 ・ 3 聞が5.4m、ピット 3 ・ 4 聞が5.4m、ピット

4 ・ 5 聞が5.2m、ピット 3 ・ 5 聞が5.3mで、ほぼ一定である。このほか、ピット 8 ・ 10は住居隅、

ピット 6 ・ 7 ・ 9 は周溝内に位置する。ピット 6 は周溝内に位置するが外傾しており、本住居跡に伴

わない可能性も考えられる。

[周溝]幅11---50cm、深さ 6 ---25cmの周溝が一巡すると考えられる。周溝は南壁では壁直下を巡る

が、西壁と北壁では壁から離れている。壁と周溝の間隔は北壁では 5 ---10cmとほぼ一定であるのに対

し、西壁で、は南西隅で10cm、北西隅で、は50cmで、周溝は住居の西壁に対して東に傾き、第107 II 号

住居跡の周溝にほぼ平行である。

[ピット]平面図に示したほかに小規模なピットが多数確認されたが、第131号土坑・ 164号溝跡と重

複する位置にあり、明確な掘り方は検出できなかった。

[土坑]西側中央部に 1 基検出された(ピット 1)0 100X90cmの隅丸方形を呈する。断面形は逆台形状

で、深さは32cmを測る。堆積土にはロームと粘土が多量に混入し、埋め戻されたと考えられる。

[外周溝]第124a ｷ145号溝跡が本住居跡に伴う外周溝と考えられる。新しい第124a号溝跡を外周溝

1 、古い第145号溝跡を外周溝 2 とする。外周溝 1 は住居の南側から西側・北側をコの字状に巡る。

外周溝 1 は住居から 1.0---2.0m離れて構築され、幅37---90cm、深さ 8 ---53cmである。断面形は逆台

形状を呈する。堆積土はローム・粘土・炭化物が混入する黒褐色土を主体とし、一部埋め戻し後の自

然埋没と考えられる。外周溝 2 は住居南西側でのみ検出された。幅28---45cm、深さ 8 ---46cmで、断
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第2章検出遺構と出土遺物

面形はU字状を呈する。西側では外周溝 1 の外側を巡り、南西隅で交差し、南側では内側を巡る。北

端は第123号溝跡と接続する。第123号溝廃絶後、本住居が構築されているが、その際に第123号溝跡

の北側を利用し、南側を延長した可能性も考えられる。 2 条の外周溝は第107 II 号住居跡とは軸方向

があわず\住居拡張時に構築されたと考えられるが、第123号溝跡からの継続性を考えると、外周溝

2 が第107 II 号住居跡に伴う可能性も否定できない。

第 107 1I号竪穴住居跡

[平面形・規模]西壁と南壁・北壁の一部が検出された。西壁706mで、平面形は方形を呈すると考え

られる。住居跡の軸方向はN- 5°-E である。

[堆積土]検出されなかった。

[床面・カマド]拡張後も継続して使用されたと考えられる。

[柱穴]床下から検出されたピット 12が主柱穴の 1 っと考えられるが、ほかに対応する柱穴は検出さ

れなかった。第107 I 号住居跡のピット 3 ・ 4 を使用した可能性も考えられるが、ピットのそれぞれ

の壁からの距離がかなり異なるため、ピット 12に対応する主柱穴とは断定し難い。

[周溝]幅17""'32cm、深さ 6 ""'15cmの周溝が東壁を除いて検出された。第107 I 号住居跡の周溝の

50""'90cm内側を巡る。

[ピット]本住居跡に伴うものか第107 I 号住居跡に伴うものかの判断はできない。

出土遺物 住居跡床面から土師器嚢 4 点、須恵器壷 1 点・大餐 2 点、堆積土から土師器杯21点・餐91

点・壷 1 点・製塩土器 5 点、須恵器杯 5 点・壷15点・大嚢42点、砥石 1 点、鉄製品 4 点、ピット堆積

土から土師器嚢 1 点、須恵器大嚢 1 点、床構築土から土師器杯 3 点・護26点、須恵器杯 1 点・壷 2

点・大嚢 1 点が出土している。外周溝 1 堆積土から土師器杯 7 点・嚢23点、須恵器杯 2 点・壷 7 点・

大饗 7 点、砥石 2 点、羽口 2 点が出土している。土師器餐破片は第135号溝跡出土のものと接合した。

図20- 3 の土師器杯は破損面が擦られており、口縁部欠損後に再利用されたと考えられる。図20-16

の土師器杯は第126号竪穴住居跡外周溝 1 炭化物層出土の破片と接合している。胎土は徽密で、焼成

は良好で、硬質である。口縁部には粘土が乾燥する前の水様状のうちに手を触れた痕跡がみられ、ロ

クロによる器壁の凹凸が顕著で、第126号住居跡外周溝 1 から出土した土師器(図46- 2"'"7) と同様の

ものと考えられる。図 20-11 は土師器壷片で、ロクロ使用で、再調整はみられない。胎土は他の土師

器に比べ徹密で、焼土粒・砂粒・石英粒が混入し、焼成は良好で硬質である。図 22- 1 は須恵器大衰

の胴部片で、外面は平行叩き、内面には円磯状の当て具の痕跡がみられる。硯に転用されている。図

22-3 は須恵器大衰の胴部片であるが、周囲が両面から打ち欠かれている。同様の須恵器片はこの他

にも遺構外から数点出土しているが、用途などは不明である。図 22- 8 は雁又式の鉄嫉で、床面から

出土している。図 22-12 は容器状を呈する土製品であるが、用途は不明である。掘り方から出土して

いる。上部が破損しており、全体形は不明である。手づくね成形で、外面には指痕がみられる。上部

はヘラなどの工具で横方向に削り取られ、ナデられている。穿孔は先端が丸い工具の回転によるもの

と考えられる。

小結 本住居跡は拡張がおこなわれた住居跡である。第 107 II 号住居跡を南西方向に拡張して第 107 I

号住居跡を構築している。第107 II 号住居跡は一辺706mと比較的大型の住居跡であるが、主柱穴の有

無は不明で、壁際にも柱穴はほとんどみられない。第107 I 号住居跡は一辺806mの大型の住居跡で、
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図20　第107号竪穴住居跡(2)
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図21　第107号竪穴住居跡(3)
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図22第107号竪穴住居跡(4)

周溝と4本の主柱穴・四隅と壁際に柱穴をもつ構造である。第107H号住居跡の構造については不明

な部分もあるが、住居を拡張しようとした際に、従来の構造では不十分なため、主柱穴をもつ構造に

変えた可能性が考えられる。本住居跡の時期は、外周溝2の堆積土に白頭山火山灰が混入することや

重複する第108号住居跡の最も古い床構築土に白頭山火山灰がみられることなどから、10世紀中葉以

後と考えられる。(田中)
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第108号竪穴住居跡(図23)

[位置・確認]AR・AS-34～36グリッドに位置し、標高約33mである。第V層上面で硬化面と焼土

を検出した。

[重複]第107号竪穴住居跡及び外周溝と重複し、本住居跡が古い。第111Ⅰ号竪穴住居跡外周溝・第

123号溝跡・第128～130号土坑と重複し、新旧関係は不明である。

[平面形・規模]西壁・南壁・北壁の一部が検出された。西壁は7.0mで、平面形は方形と考えられる。

住居跡の軸方向はN-2°-Eである。

[堆積土]10層に分層された。ローム・炭化物が混入する黒褐色土を主体とする。床構築土の第9・

10層に白頭山火山灰が混入する。

[床面]東側に硬化面が検出された。床面は3枚あり、いずれもロームや炭化物が混入する黒褐色土を

堅く踏みしめ、床面としている。硬化面はそれぞれ1.7×0.9m、1.9×1.2m、1.9×1.2mの範囲で不整

形を呈する。西側では周溝検出面がほぼ床面であったと考えられる。

[カマド]硬化面上で焼土が検出され、カマドの痕跡と考えられる。焼土は162×63cmの不整形の範

囲にひろがる。

[柱穴]2基検出された(ピット1・2)。北西隅に位置する。

[周溝]幅10～38cm、検出面からの深さ7～27crnの周溝が部分的に検出された。また、西壁から1.6

～2.2m東側に幅11～30cm、検出面からの深さ1～20cmの溝が検出された。本住居跡の拡張前の周

溝の可能性と間仕切り溝の可能性が考えられるが、床面と東壁が残存しないため詳細は不明である。

[ピット]3基検出された(ピット3～5)。

[土坑]位置的に第128～130号土坑が本住居跡の住居内土坑の可能性が考えられる。

[出土遺物]床面から土師器圷1点・甕1点、須恵器杯2点、堆積土から土師器圷4点・甕9点・堝1

点、須恵器大甕1点が出土している。図23-5は土師器堝で、やや丸みを帯びながら立ち上がる器形

で、口縁はやや外反する。口縁部にはヨコナデが施されるが、下位には指痕がみられる。

[小結]周溝には改築の明確な痕跡はみられず、床面の貼り替えのみをおこなったと考えられる。本住

居跡は床構築土に白頭山火山灰がみられることから、白頭山火山灰降下以後の構築と考えられる。

(田中)

第1091号竪穴住居跡(図24・25)

[位置・確認]AK-27・28グリッドに位置し、標高は約34.5mである。第Ⅷ層上面で確認された。東

に向かって緩く傾斜する地形のため、東側約半分の壁及び床面は残存しない。

[重複]第109H号竪穴住居跡を拡張した住居跡で、第110号竪穴住居跡と重複し、これより新しい。

[平面形・規模]本住居跡は、第10911号竪穴住居跡と東壁を共有し、残る3方向に拡張して構築した

住居跡である。南壁4.6m、残存する東壁3.6m、西壁4.4mである。北壁は削平のためか残存しない。

壁高は東壁0cm、西壁3～15cm、南壁8～12cmでやや開きながら立ち上がる。北壁が検出されな

かったため平面形は不明であるが、南側の主柱穴と壁との距離を参考にすると、方形と推測される。

推定される床面積は約19㎡、軸方向はN-12°-Eである。
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図23　第108号竪穴住居跡
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第2章　検出遺構と出土遺物

[堆積土]7層に分層され、このうち第109Ⅰ号竪穴住居跡の堆積土は第1～6層である。暗褐色土を

主体とする。第5層は粘土にロームブロックや暗褐色土を混入した掘り方の埋土である。

[床面]南壁付近では第珊層を直接床面とし、それ以外では漸移層を掘り込んで第6層土で平坦な床面

をつくっている。

[カマド]東壁南寄りから火床面を検出した。カマドの主軸方位はS-82°-Eである。火床面は90×

50cmの楕円形を呈し、中央に径40cm程度の硬化・黄変範囲がみられる。袖・煙道部等は残存しない。

[柱穴]東壁の周溝沿いと西壁から約70cm内側に位置するピット1～4が主柱穴と考えられる。ピッ

ト1・3・4は一辺約50cmの方形のプランをもち、ピット2のみ40×30cmの長方形を呈する。深さ

は約60cmである。ピット1と3の堆積土からは幅10cmの柱痕が確認されている。ピット2・4のプ

ランからも長さ約30cm、幅10cmの柱痕がみられ、方形の掘り方中に南北方向に長い長方形の柱を主

柱として用いたことがわかる。ピット4のプランはほぼ柱痕そのものということになるが、掘り方の

埋土を掘り残した可能性もある。また、ピット2と4の柱痕に黄褐色土が堆積することから、住居廃

絶時に柱が抜き取られ、少なくとも2本の主柱穴を埋め戻したと考えられる。

[周溝]東・西・南壁から、幅12～40cm、深さ5～30cmの周溝が確認された。

[ピット]ピットは8基検出された(ピット5～11・15)。ピット9～11については第109Ⅱ号竪穴住

居跡に付属する可能性もある。ピット15は周溝上に位置し、柱穴となる可能性もあるが、対応するピ

ットがみられないことから、本住居跡に伴わない可能性がある。

[出土遺物]床面から土師器甕片10点、鉢片1点、ピット内から土師器甕片1点、坏1点、堆積土中

から土師器甕片12点、須恵器坏片1点が出土した。このうち、土師器坏1点、甕片2点を図示した。

図25-1はピット5の堆積土から、伏せた状態で出土した。口縁部は楕円形に歪み、内面には暗赤褐

色を呈するタール状の付着物がみられる。自然科学分析の結果、この付着物はそれほど精製されてい

ない状態の透明漆であることが判明した(第3章第6節)。漆の付着は内底面のほか歪んだ長軸方向の

体部内面で著しく、筆のようなものをこすりつけて余分な漆液を落としたためと推定され、歪んだ坏

をパレットとして利用したと考えられる。

[小結]第109Ⅱ号竪穴住居跡と重複し、それより古い第110号竪穴住居跡のピット堆積土中に白頭山

火山灰が堆積することから、本住居が構築されたのは10世紀中葉以降と考えられる。　　　　　(水谷)

第109Ⅱ号竪穴住居跡(図24・25)

[位置・確認]AK-27・28グリッドに位置し、標高は約34.5mである。第109Ⅰ号竪穴住居跡の床構

築土を除去したところ、本住居跡の周溝及びピットを確認した。

[重複]第109Ⅰ号竪穴住居跡・第110号竪穴住居跡と重複し、第109Ⅰ号竪穴住居跡より古く、第

110号竪穴住居跡より新しい。

[平面形・規模]壁は検出されなかったが、周溝から東・西・北壁3.2m、南壁3.4mの方形を呈する。

周溝に囲まれた床面積は8.7㎡、軸方向はN-12°-Eである。

[堆積土]7層に分層され、このうち本住居跡の堆積土と考えられるのは周溝堆積土にあたる第7層の

みである。ロームを主体とする人為堆積の様相を呈する。

[床面]本住居跡の床面は検出されなかった。第109Ⅰ号竪穴住居跡構築時に壊されてつくり直された
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第1091・E号竪穴住居跡堆積土
第 1層 10YR3/3 暗褐色土 ローム 7%、炭化物 5%、焼士 3%混入
第2層 10YR3/4 暗褐色土 ロームプロック20%、炭化物 5%混入
第 3層 10YR4/3 にぷい黄掲色土 ローム小プロック 12%混入
第4層 10YR3/3 暗褐色土 ロームプロック20%、炭化物 7%混入
第 5層 10YR4/3 1:ぷい繍色土 ロームプロック30%、精褐色土20%、炭化物 7%混入
第6層 5YR5/8 明赤褐色士 暗褐色土10%、ローム 3%、炭化物 3%混入
第7層 10YR4/4 褐色士ローム 7%、暗褐色土10%混入
第1091号竪穴住居跡ピッ ト1堆積土
第 1層 10YR3/3 暗褐色土 ロームプロック 7%混入、柱痕
第2層 10YR4/6 褐色土ローム主体層.しまりあり
第3層 10YR4/4 褐色 土 灰黄褐色土20%混入
第1091号竪穴住居跡ピット 2堆積土
第 1層 10YR4/4 褐色土ローム10%混入
第2層 10YR4/3 にぷい黄自色土 焼土小ブロック 5%混入、しまりあり
第3層 10YR4/2 灰黄褐色士 ロームブロック30%混入

E
O
B
h
寸
一向

<0:1 

第 1091号竪穴住居跡

ピット計測表

第1091I号竪穴住居跡
ピット計測表

第1091号室穴住居跡ピッ ト3堆積土
第 1層 10YR3/2 暗褐色土 ローム 5%混入
第 2層 10YR4/6 褐色土 ロームプロック主体。暗褐色土20%、しまりあり
第 3層 10YR3/2 黒褐色土 ローム 7%、しまりなし。柱痕
第4層 10YR4/3 にぷい黄間色土 ローム小ブロック30%混入、 しまりあり
第1091号竪穴住居跡ピッ ト4堆積土
第 l層 10YR4/3 にぷい黄田色土 ローム 5%混入
第2層 10YR4/6 褐色士 ローム主体層。堅くしまる
第3層 10YR4/3 にぷい鮒色士 焼士 7%混入
第10911号竪穴住居跡ピット13堆積土
第 1層 10YR4/3 にぶい繍色土 ロームプロック30%、暗褐色土20%、炭化物 7%混入
第 2層 7.5YR3/4 暗褐色土 焼土20%、小ロームブロック 7%混入
第 3層 7.5YR3/2 黒褐色土 焼土プロック15%、炭化物10%、ローム 7%混入

図24 第1091 . 11号竪穴住居跡 (1)
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図25　第109号Ⅰ・II竪穴住居跡(2)

と考えられる。

[カマド]本住居跡のカマドは検出されなかったが、住居拡張時に東壁だけは拡張されなかったことか

ら、東壁にあった可能性が高い。

[柱穴]ピット9・10が本住居跡に付属する柱穴の可能性がある。ピット9は24×20cm、ピット10

は30×20cmの楕円形を呈する。

[周溝]一巡する。北壁の東側約半分と、第109Ⅰ号竪穴住居跡の周溝と一致する東壁の周溝は幅14～

42cmと幅広である。それ以外では平均幅15cmの細い溝が巡る。掘り方底面から周溝底面までの深さ

は4～17cmである。このほか住居跡のほぼ中央から、南北に走る長さ1.9m、幅16～24cm、深さ4

～7cmの住居内溝を検出した。間仕切りなどの用途を持つものか、掘り方の一部かは不明である。

[ピット]ピットは4基検出された(ピット11～14)。このうち、ピット12～14は第109Ⅰ号竪穴住居

跡の床構築土の除去後に検出された。

[出土遺物]出土遺物は土師器甕片2点、須恵器坏片2点、ピット堆積土から土師器甕片1点である。

図25-6は1～2cm毎の輪積痕が明瞭な土師器小型甕である。頸部は強く屈曲している。図25-4

の須恵器坏の底部には、回転糸切によって回転台から切り離した後、幅1.5mmの工具を縦横に押引いた

痕跡がみられる。

[小結]本住居跡と重複し、本住居跡より古い第110号竪穴住居跡のピット堆積土中に白頭山火山灰が

堆積することから、本住居跡が構築されたのは10世紀前葉以降と考えられる。　　　　　　　(水谷)



朝日山(2)遺跡VI

第110号竪穴住居跡(図26)

[位置・確認]AL-28グリッドに位置し、標高は約34.5mである。第Ⅷ層上面で確認した。東に向かっ

て緩く傾斜する地形で、削平を受けているため南壁の一部と南壁付近の床面以外は掘り方で確認した。

[重複]第109Ⅰ・Ⅱ号竪穴住居跡、第117号土坑と重複し、本住居跡が も古い。

[平面形・規模]西壁は4.2rn、残存する南壁は3.8m、北壁1.2mである。壁高は西壁1～4cm、南壁

5cmと僅かなため立ち上がりは観察できない。本住居跡は各壁の四隅に主柱穴を配するため、主柱穴

間の距離から規模を測定すると東壁4.1m、南壁4.4m、北壁4.5m、平面形はカマドのある南北壁が僅

かに長い方形となり、床面積は約16.6㎡と推測される。主軸方向はN-8°-Wである。

[堆積土]2層に分層された。第1層は周溝堆積土である。第2層は掘り方の埋土と思われるが、掘り

方下の第VI層土の可能性もある。

[床面]重複及び削平により、カマド付近の南西側が残存するのみである。その部分では第Ⅷ層を直接

床面としている。

[カマド]南壁の西寄りに構築されている。カマドの主軸方位はS-6°-Eである。削平のため、両

袖の基部と支脚を検出したのみである。袖は第Ⅷ層土に浅黄色粘土を混入してつくられている。左袖

は長さ70cm、幅48cm、高さ5cm、右袖は長さ70cm、幅26cm、高さ5cmで、両袖の間隔は42cm

を測る。両袖間に火床面は見られないが、中央に土師器甕の底部を切断して倒立させた支脚が検出さ

れた。煙道部は撹乱によって削平されているが、周囲の床面と同じ高さの前庭部から、支脚の南側で

4cmの段を有して底面が上昇することから、煙道部は半地下式構造であったと考えられる。また、カ

マド周辺には袖構築土と同質の粘土範囲が検出されており、崩落した天井部粘土とみられる。袖の内

側・天井部の崩落土が焼けていないこと、火床面が形成されていないこと、支脚として設置された土

師器甕の内側に、前庭部側にのみ僅かに変色範囲が観察されることから、短期間もしくは稀にしかカ

マドを使用しなかった可能性がある。

[柱穴]周溝上の住居跡コーナーにあるピット2～5が主柱穴と考えられる。ピット2・3・5は径約

40cmの不整円形で床面からの深さは約50cm、カマド脇に位置するピット4はやや小ぶりで径30cm、

深さ32cmを測る。ピット2は底面の中央に径16cmの窪みがあり、柱痕とみられる。ピット3は堆積

土の観察から、中央部に幅10cmの柱痕がみられる。このほか、南北壁を2分する位置からピット7・

8が検出された。2基とも径30cm未満で主柱穴よりひとまわり小さく、主柱穴を補助する役割をもつ

ものと思われる。

[周溝]北壁の一部、西壁、南壁から幅10～22cm、深さ1～13cmの周溝を検出した。

[ピット]ピットは5基検出された(ピット1・6・9～11)。ピット2に隣接するピット1は自然堆

積とみられ、底面近くから白頭山火山灰粒が検出されている。確認面は住居跡床面より下位であるた

め、ピット1が明確に本住居跡に伴うとは言い難いが、ピット1の堆積土とピット2の第1層が同質

に観察されることから、本住居跡廃絶よりピット1は新しくはないと思われる。ピット9～11は埋め

られていたピットで、本住居跡に伴わない可能性もある。ピット11はカマド左袖の下から検出された。

[出土遺物]土師器甕片がカマド底面から2点、堆積土中から1点出土した。このうち、図26-1は

カマドの支脚として使用されていたもので、底部から5～7.5cmの高さで切断されている。底辺部に

は明瞭な括れがみられ、括れの上位に輪積み痕が観察される。図26-2は同一個体の胴部とみられ、
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図26　第110号竪穴住居跡
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朝日山(2)遺跡VI

磨滅している。袖の芯材と考えられる。

[小結]ピット1の底面近くから白頭山火山灰が少量検出されていることから、本住居跡の廃絶は白頭

山火山灰降下以前の10世紀前葉と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(水谷)

第111号竪穴住居跡(図27)

位置・確認　AQ・AR-34・35グリッドに位置し、標高約33mである。第Ⅶ層上面で床面と周溝を、

第107号竪穴住居跡外周溝2底面で周溝とピットを検出した(第111Ⅰ号竪穴住居跡)。この他に第107

号住居跡掘り方底面・第147号溝跡底面でも周溝とピットが検出され、第107Ⅰ号住居跡の間仕切り溝、

第111号住居跡の拡張前の住居跡、または間仕切り溝などの可能性が考えられた。しかし、第107Ⅰ号

住居跡の外側に位置するピット(ピット6)を柱穴の一部と考えると、ほぼ正方形を呈すること、軸方向

が第111号住居跡の軸方向とはずれることなどから、新たな住居跡とした(第111Ⅱ号竪穴住居跡)。第

111Ⅰ号住居跡の床下で第111Ⅱ号住居跡の周溝の一部が検出されたことから、第111Ⅰ号住居跡が新

しく、第111Ⅱ号住居跡廃絶後に構築されたと考えられる。以下にそれぞれの詳細を述べる。

第111Ⅰ号竪穴住居跡

[平面形・規模]西壁・南壁・北壁の一部が検出された。西壁は6.4mと推定され、平面形は方形を呈

すると考えられる。検出面からの壁高は南壁1～13cm、北壁3～14cmである。住居跡の軸方向は

N-7°-Eである。

[重複]第107号竪穴住居跡および外周溝・第108号竪穴住居跡、第123・137・147・152号溝跡と重

複し、第108号住居跡・第137号溝跡との新旧関係は不明だが、本住居跡は第152号溝跡より新しく、

他の遺構より古い。外周溝(第136・124b号溝跡)は第107号竪穴住居跡及び外周溝、第108号竪穴住居

跡、第123・135・137・147・152・153・175・198・226号溝跡と重複する。本住居跡外周溝は第

135・152・153・226号溝跡より新しく、第107号住居跡、第123・147・175・198号溝跡より古い。

第108号住居跡、第137号溝跡との新旧関係は不明である。

[堆積土]床構築土と周溝堆積土の3層が確認された。

[床面]西側と南壁西側に床面が残存する。ほぼ平坦であるが、東側に約30cm傾斜する。南側では床

面はロームブロックと粘土ブロックが混入する黒褐色土で構築されているが、北側では第Ⅷ層をその

まま床面としている。

[カマド]　検出されなかった。

[柱穴]　4基検出され(ピット1・2・4・5)、ピット4・5が主柱穴と考えられる。それぞれの壁か

ら1.0～1.2m内側に位置する。ピット4は床下で確認された。54×50cmの隅丸方形を呈し、検出面か

らの深さは31cm、床面からの深さは33cmである。ピット5は70×43cmの楕円形を呈し、床面から

の深さは47cmである。ピット4・5の柱間距離は3.5mである。ピット1・2は周溝内に位置する。

[周溝]幅7～46cm、深さ7～22cmの周溝が一巡すると考えられる。

[ピット]1基検出された(ピット3)。第111Ⅱ号住居跡に伴う可能性もある。

[外周溝]第136・124b号溝跡が外周溝と考えられる。住居南側から西側・北側にかけてコの字状に

巡る。住居から1.4～2.0m離れている。幅19～120cm、深さ6～56cmである。両端では幅が狭く、

断面形は浅い逆台形状を呈するが、中央部分では幅広で断面形は深い逆台形状～V字状を呈する。堆
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図27　第111号竪穴住居跡
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第2章　検出遺構と出土遺物

積土はロームと炭化物が混入する黒褐色土を主体とし、自然堆積と考えられる。堆積土 上層に白頭

山火山灰が混入するが、流れ込みと考えられる。本外周溝は住居跡の軸方向や規模などから、第111

Ⅱ号住居跡には伴わず、住居つくり替えの際に構築されたものと考えられる。

第111Ⅱ号竪穴住居跡

[規模・平面形]平面形はピット5～7・11を四隅とする方形と推定される。東壁4.5m、西壁4.4m、

南壁4.5m、北壁4.5mで、推定床面積は19.2㎡である。住居跡の軸方向はN-0°-Eである。

[重複]第107・108号竪穴住居跡、第123・147号溝跡と重複する。第108号住居跡との新旧関係は不

明だが、本住居跡は他の遺構より古い。

[堆積土]確認できたのは周溝堆積土のみである。

[床面]検出されなかった。

[カマド]検出されなかった。

[柱穴]8基検出された(ピット6～13)。ピット10～13は周溝内に、これ以外は壁際に位置すると考

えられる。このうちピット6・7・11・12は住居隅に位置する。北西隅にはピット5が位置するが、

他の柱穴に比べ、規模が大きく深いため、本住居跡に伴うものではなく、本住居跡に伴う柱穴は第

111Ⅰ号住居跡構築の際に壊されたと考えられる。

[周溝]幅8～24cm、深さ2～7cmの周溝が部分的に検出された。

[ピット]第111Ⅰ号住居跡ピット3が本住居跡に伴う可能性がある。

出土遺物　住居跡からは周溝堆積土から土師器甕1点、床構築土から土師器甕1点、外周溝堆積土か

ら土師器甕12点、須恵器坏1点・壷2点・大甕1点、鉄製品1点が出土している。図27-2の土師器

杯はロクロ使用で、内面は放射状のミガキの後、黒色処理が施される。外面には火ハジケがみられる。

図27-3の須恵器坏は、回転糸切りによって底部を切り離した後、ナデの再調整が施される。図27-
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  のみこん

5の鉄製品は断面方形であるが、先端部は扁平で、やや幅広である。鑿根式の鉄鏃と考えられる。

小結第111Ⅰ号住居跡は4本の主柱穴と四隅に柱穴をもつ構造と考えられ、外周溝が付属する。第

111Ⅱ号住居跡は四隅に柱穴をもつ構造と考えられる。同一の場所に住居を作り替えていることから、

2軒の住居は同一世帯による可能性が高い。本住居跡の時期は、第111Ⅰ号住居跡外周溝より新しい

第198号溝跡が白頭山火山灰降下以前の遺構であることから、白頭山火山灰降下以前の9世紀後半か

ら10世紀前半の年代が考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(田中)
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⑧
九。-40

ピット計測表

番号| 床面から |周溝底面から
1 I 23

21 27

31 20

41

51 21 5

61 20' 11

71 16 2

81 15 4

91 20 15
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第 112 号竪穴住居跡堆積土
第 1 層 10YR3/4 暗褐色土ローム 5% 、粘土 10% 、

黒褐色土 10% 混入
第 2 層 10YR3/4 暗褐色土ロームブロック 25% 、

褐色土 15% 混入
第 3 層 7.5YR4/6 明赤褐色土焼土層
第 112 号竪穴住居跡ピット 1 堆積土
第 1 層 10YR3/3 暗褐色土炭化物 2% 、焼土 1% 、

ローム 2% 、ロームブロック 7% 、
黒褐色土 10% 混入

第 2 層 10YR4/4 褐色土ローム 5% 、ロームブロック 20% 、
暗褐色土 10% 混入

第 112 号竪穴住居跡ピット 2 堆積土
第 1 層 10YR2/3 黒褐色土炭化物 5% 、焼土 1% 、

ローム 7% 、暗褐色土 7% 混入
第 2 層 10YR2/3 黒褐色土炭化物 7% 、焼土 2% 、

ローム 7% 混入
第 3 層 10YR4/6 褐色土ローム層。黒褐色土 10% 混入
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図28 第 112 号竪穴住居跡

第 112 号竪穴住居跡(図 28)

[位置・確認] AO ・ AP-39 ・ 40 グリッドに位置し、標高約 34.5m である。第 VII 層上面で周溝と床面

を検出した。

[規模・平面形]東壁 3.8m 、西壁 3.7m 、南壁 3.7m 、北壁 3.3m で、平面形は方形を呈する。床面積は

10.9 ばである。住居跡の軸方向は N-21°-E である。

[堆積士]周溝堆積土と床構築土の 2 層に分層された。

[床面]ほぼ平坦であるが、東に傾斜している。第四層を床面とするが、東側はロームブロックが混入

する暗褐色土で構築されている。

[カマド]西壁ほぼ中央に火床面のみを検出した。火床面は 50X28cm の楕円形を呈し、 3cm の深さ

まで被熱し、赤変している。

[柱穴] 4 基(ピット 5 ~ 9) は周溝内に位置し、床面からの深さは 15~21cm である。

[周溝]幅 7 ~21Gm 、深さ 2 ~25cm の周溝がほぼ一巡する。

[ピット] 4 基検出された(ピット 1 ~4) 。

[出土遺物]遺物は出土しなかった。

[小結]出土遺物が少ないため、時期については明確で、はなく、 9~10 世紀と考えられる。(田中)
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第2章　検出遺構と出土遺物

第113号竪穴住居跡(図29～31)

[位置・確認]AP・AQ-38・39グリッドに位置し、標高約34mである。第Ⅶ層上面で黒褐色土の方

形のプランとして確認した。

[重複]第186・203号溝跡と重複し、本住居跡は第186号溝跡より古い。第203号溝跡との新旧関係

は不明である。

[規模・平面形]北東壁4.1m、北西壁4.0m、南西壁4.0m、南東壁4.0mで、平面形は方形を呈する。

検出面からの壁高は北東壁6～23cm、北西壁20～31cm、南西壁23～33cm、南東壁6～21cmで、

壁は開きながら立ち上がる。床面積は12.5㎡である。住居跡の軸方向はN-44°-Wである。

[堆積土]16層に分層された。黒褐色土を主体とする。第5層には十和田a火山灰が少量混入する。第

4層は炭化材層で、第5層には炭化物・焼土が混入し、焼失家屋と考えられる。炭化物は北西壁から

南西壁にかけて多く検出され、腰板と考えられる板材やこれを押さえていたと考えられる横木が検出

された。炭化材は中央部ではあまり検出されず、柱や屋根材と考えられるものは検出されなかった。

[床面]ほぼ平坦であるが、北東側に約10cm傾斜している。床面は褐色粘土で構築されている。掘り

方底面には緩やかな起伏があり、住居東側が深く掘り込まれている。

[カマド]南東壁西側に位置する。袖と火床面が残存していた。袖は粘土で構築され、左袖は長さ

69cm・幅11～16cm・高さ14cm、右袖は長さ43cm・幅12～18cm・高さ12cmで、壁に対してハの

字状にやや開く。袖の上面および内面は被熱により赤変している。火床面は58×50cmの不整楕円形

を呈し、6cmの深さまで赤変している。火床面奥には支脚の圷が伏せた状態で出土した。カマドの主

軸方位はS-42°-Eである。

[柱穴]検出されなかった。

[周溝]幅13～31cm、深さ8～37cmの周溝が壁直下を一巡する。

[ピット]8基検出された。ピット1はカマドの北側に位置し、周溝とつながっている。55×52cmの

方形で、深さは21cmである。土師器片が4点出土している。

[出土遺物]遺物は炭化材層の4層及び床面から多く出土し、平面的には東隅に集中している。床面か

ら土師器坏1点・甕19点、須恵器坏1点、カマドから土師器坏1点・甕13点、鉄製品1点、炭化材・

焼土が混入する第4・5層からは土師器坏3点・甕26点、砥石1点、これ以外の堆積土から土師器坏

5点・甕20点、須恵器坏2点・壷2点・大甕4点、鉄滓1点、ピット堆積土から土師器甕4点、床構

築土から土師器甕1点が出土している。遺物の多くは床面または第4・5層から出土しており、これ

らは流れ込みなどによるものではなく、本住居跡に伴うものと考えられる。しかし、復元できた個体

数が少なく、復元状況もあまりよくない。また、他の遺構に比べると、須恵器の出土数が少なく、焼

失する前に片付けた可能性がある。図29-1はカマド支脚に利用されていた土師器坏で、底辺部にナ

デがみられる。図30-11・12は同一個体で、ロクロ使用の土師器甕である。胴部から口縁部にかけてほ

とんどふくらみをもたず、口縁部だけが外反する器形と考えられる。胴部より下位にはナデが施される。

[小結]本住居跡は周溝のみで柱穴をもたない構造である。本住居跡は焼失家屋であるが、住居内を片

付けた後で火をかけた可能性がある。炭化材14点の樹種同定をおこなったところ、1点を除きクリと

判明した(第3章第4節参照)。堆積土に十和田a火山灰がみられることから、本住居跡の時期は、十

和田a火山灰降下後から白頭山火山灰降下前の10世紀前半と考えられる。　　　　　　　　　　(田中)
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図29　第113号竪穴住居跡(1)
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図30　第113号竪穴住居跡(2)

　　　　　-49-



図31　第113号竪穴住居跡(3)

第114号竪穴住居跡(図32)

[位置・確認]AQ・AR-41・42グリッドに位置し、標高約34mである。第Ⅶ層上面で黒褐色土の方

形のプランとして確認した。南西半は調査区外にのびる。

[重複]第180号溝跡と重複するが、新旧関係は不明である。

[規模・平面形]北壁と西壁の一部が検出された。検出された長さは西壁2.4m、北壁4.4mである。北

壁東端は第180号溝跡と重複し、途切れる。平面形は方形を呈すると考えられる。検出面からの壁高

は西壁8～10cm、北壁0～2cmである。主軸方位はN-0°-Eである。

[堆積土]10層に分層され、黒褐色土を主体とする。床面直下に長さ5.0m、幅10～62cmの溝状に白

頭山火山灰が堆積していた。火山灰の厚さは 大12cmにも及ぶ。火山灰上面は堅く締まっており、土

層断面の観察によると、火山灰上面は第4層上面より5cm盛り上がっている。また、第4層上面も非

常に堅く締まっており、当時の生活面の可能性が考えられ、火山灰は本住居跡に伴うものではなく、

上面が堅く締まっていることから道跡の可能性が考えられる。

[床面]西側のみ検出された。ロームが混入する暗褐色土で構築されている。平坦であるが、やや東に

傾斜している。第4層上面も非常に堅く締まっているが、西側で検出されている床面との比高差が

32cmもあり、本住居跡の床面とは考えにくく、西側以外は削平されたと考えられる。

-50-



第2章検出遺構と出土遺物

0¥
第 114 号竪穴住居跡堆積土
第 1 層 10YR2/3 黒褐色土炭化物 3% 、焼土 2% 、ローム 3% 混入
第 2 層 10YR2/2 黒褐色土炭化物 5% 、焼土 3% 、ローム 3% 、

白頭山火山灰 2% 混入
第 3 層 10YR3/3 暗褐色土炭化物 3% 、焼土 1% 、ローム 2% 混入
第 4 層 10YR2/3 黒褐色土炭化物 1% 、焼土 1% 、ローム 2%

白頭山火山灰 10% 混入
第 5 層 10YR4/6 褐色土炭化物 1% 、黒褐色土 40% 混入
第 6 層 10YR3/3 暗褐色土炭化物 1% 、ローム 10% 、黒褐色土混入
第 7 層 10YR4/4 褐色土暗褐色土 30% 混入
第 8 層 10YR2/2 黒褐色土炭化物 1% 、焼土 1% 、ローム 3% 混入
第 9 層 10YR4/4 褐色土炭化物 1% 、焼土 1% 、暗褐色土 20% 混入
第10 層 10YR3/3 暗褐色土と 10YR4/4 褐色土の混合土炭化物 2% 混入
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図32 第 114 号竪穴住居跡

[カマド]検出されなかった。

[柱穴] 3 基検出された。 2 基は北西隅に、 1 基は周溝内に位置する。

[周溝]幅 11~60cm 、深さ 11~29cm の周溝が壁直下を一巡する。北壁の周溝の壁から周溝の埋め土

と考えられる粘土が検出された。

[ピット] 3 基検出された。

[出土遺物]破片数で、堆積土から土師器坪 3 点・嚢 8 点、須恵器壷 2 点・大嚢 3 点・鉢 1 点が出土し

ている。土師器嚢は第 171 号溝跡出土のものと接合している。

[小結]第 4 層で検出された白頭山火山灰は本住居跡廃棄後に床面が削平され、構築された遺構と考え

られる。本住居跡は白頭山火山灰降下以前に構築・廃棄された可能性が考えられ、時期は 10 世紀前半

頃と推定される。 中田
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朝日山 (2) 遺跡VI

第 115号竪穴住居跡(図33 ・ 34)

[位置・確認] AW·AX-45グリッドに位置し、標高は31.5mで、ある。第V層上面で白頭山火山灰を小

ブロック状に混入する方形のフランを確認した。段を有する畑地の境界地に位置するため、東側の壁

は削平されている。

[重複]第102号掘立柱建物跡、風倒木痕と重複し、風倒木痕より新しい。第102号掘立柱建物跡との

新旧関係は不明である。

[平面形・規模]壁長は西壁3.1m、北壁3.4m、東壁1.4m、南壁2.7mで、壁高は西壁40""'-54cm、北

壁27cm、東壁 o ""'-17cm、南壁 o ""'-27cmでやや聞きながら立ち上がる。平面形はほぼ方形で、カマ

ドのある南北壁が若干長い。軸方向はN-24°-Wである。残存する床面積は7.61討を測り、柱穴の位

置から推定される全体の床面積は約 8 ばである。

[堆積土] 11層に分層された。暗褐色土と黒褐色土とで構成され、自然堆積の様相を呈する。第 1""'

3 ・ 5 層に白頭山火山灰をブロック状に混入する。第 8 層はロームブロックを主体とする床構築士で、

堅く踏みしめられている。第 9 ""'-11層は掘り方の埋土で、第10層中には十和田 a 火山灰をブロック状

に混入する。第 3 層には炭化物がまばらに混入し、住居跡北東隅付近には56X36cmの楕円形を呈す

る炭化物混じりの灰層が検出された。灰と炭化物に混じって土器や磯も出土した。

[床面]カマド周辺の南西隅は第四層を直接床面としているが、それ以外では凹凸のある掘り方をもち、

その上位に黄褐色土のロームブロックを主体とする床構築士を貼って平坦に整えている。床面の高さ

は概ね平坦である。

[カマド]南壁の西寄りから検出された。カマドの主軸方位は S -17ー -E である。煙道部に撹乱を受

けているものの残存状態は比較的良好である。両袖は褐色の粘土を床面上に貼って構築されており、

左袖は長さ 83cm 、幅 13""'-22cm 、高さ 4""'-14cm 、右袖は長さ 80cm 、幅 20""'-24cm 、高さ 5 ""'-24cm

である。両袖の間隔は約 50cm あり、中央には 50X35cm の縦長の楕円形を呈する火床面がみられる。

火床面のほぼ中央には、 25 X12cmの横長の楕円形の黄変範囲が認められた。かなり硬化しており、

使用頻度の高かったことが窺える。煙道部は半地下式構造で、煙道部底面は住居壁より約20cm手前で

2""'-8cmの段を有したのち、緩やかに立ち上がる。煙道部の規模は長さ 80cm、幅37cmで、燃焼部

から煙道部へ至る段の部分で、カマド内部の幅が約半分に狭くなっている。燃焼部を囲む両袖内側は

被熱して赤褐色化している。カマドの堆積土は16層に分層される。第 6 ・ 10""'-13層は崩落したカマド

天井部の堆積層で、一部被熱している。第 9 層は煙道部堆積土とみられ、焼土や炭化物を混入するし

まりのない層が堆積する。第15 ・ 16層は火床面で、床面である第四層が厚い部分で、12cmにわたって

赤褐色化している。

[柱穴]北壁の周溝上に位置するピット 1 が柱穴と考えられ、上端は径35cmの方形気味の円形、下端

は28X25cmの方形を呈する。床面からの深さは53cmで、内側へ僅かに傾いて立ち上がる。

[周溝]西壁と北壁から、幅30""'-44cm、深さ 7 ""'-15cmの周溝が検出された。

[ピット]ピットは 2 基検出された(ピット 2 ・ 4) 。ピット 2 は住居跡南西隅に位置し、周溝と接す

る。 56X36cmの楕円形を呈し、床面からの深さは10cm、周溝底面からの深さは 2cmである。ピッ

ト 4 は南壁際に位置し、 80X38cm、深さ 13cmの不整楕円形を呈する。住居跡南東隅の削平の影響を

受けている可能性もある。
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第115 号竪穴住居跡力マド堆積土
第 1 層 10YR2/2 黒褐色土 ローム 7% 、焼土 5%

炭化物 3% 混入
黒褐色土 ローム 3% 混入
暗褐色土と褐色ロームブロックとの混合土
暗褐色土 ローム 12% 、焼土 5% 混入

ロームブロックの一部が被熱
第 5 層 10YR4/4 褐色土ローム 15% 、焼土 3 5 混入
第 6 層 10YR4/4 褐色土 天井部粘土ブロック主体。

下位は被熱して暗赤褐色化
巴第 7 層 10YR3/3 暗褐色土 ローム 10% 、焼土 5% 、

炭化物 5% 混入
~第 8 層 7.5YR4/6 褐色土焼土 12% 、炭化物 5% 混入
第 9 層 7.5YR3/3 暗褐色土焼土 7% 、炭化物 5% 、

ローム 3% 混入、しまりなし
焼土化した粘土ブロック主体
ロームブロック主体、焼土 7% 混入
焼土 10% 、炭化物 5% 混入
天井部粘土ブロック主体。
ローム 7% 、白色粘土 3% 混入

第14 層 10YR5/6 黄褐色土 カマド袖粘土。
内側が被熱して赤褐色化ローム 7% 、
白色粘土 3% 混入

第15 層 7.5YR5/6 明褐色土 被熱による黄変範囲。硬化
第16 層 5YR4/8 赤褐色土火床面
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図34　第115号竪穴住居跡(2)
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